
放物線の接線
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　　　放物線と直線との交点Ａ，Ｂの座標を

　　　それぞれ，とするとき，

　　　１　に平行な接線の接点Ｔの座標は

　　　　　　　　
 



　　　２　Ａ，Ｂにおける接線の交点Ｃの座標は

　　　　　　　　
 



　　　３　線分ＡＢの中点をＭとするとき，Ｔは

　　　　　線分ＭＣの中点である．

　　１　放物線の方程式を　  　　とする。Ａ，Ｂの座標は

　　　　　　Ａ，   ，　Ｂ，   　

　　　であるから，直線の傾きは

　　　　　　
       

 
＝

     

 
＝  

　　　一方，　より，接点Ｔの座標をとすると，接線の傾きは

　　　　　　

　　　とが平行のとき

　　　　　　＝  　したがって　
 



　　２　Ａにおける接線の方程式は

　　　　　　
       　より

　　　　　　    

　　　同様にして，Ｂにおける接線の方程式は

　　　　　　    

　　　これらつの方程式からを消去すると

　　　　　　  
  

　　　，であるから，接線の交点Ｃの座標は

　　　　　　
 



　　３　Ｔの座標は

　　　　　　


 
 


･

 


　…①

　　　一方，線分ＡＢの中点Ｍの座標は

　　　　　　
       


＝･

 


･

 




　　　Ｃの座標は

　　　　　　  ･
 


  ＝･

 




　　　よって，線分ＭＣの中点の座標は

　　　　　　



･

 


･

 

  ･
 

 

　　　　　　＝･
  


･

 


＝



 
 


･

 




　　　これは①に一致する。

　　　２の特別な場合

　　　　一方が頂点を通る接線
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　　　放物線　  　と軸との

　　　交点，における接線の方程式は

　　　　　　　

　　　 より点，における接線の傾きはであるから，接線の

　　　方程式は　　である．


